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取
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葉
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鳩
山
内
閣
と
し
て
の
内
閣
官
房
機
密
費
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書

鳩
山
内
閣
発
足
後
、
官
房
機
密
費
と
し
て
六
千
万
円
ず
つ
九
月
二
十
四
日
と
十
月
十
四
日
の
二
回
に
わ
た
り
計
一
億
二
千
万

円
が
、
平
野
官
房
長
官
名
で
内
閣
府
会
計
課
長
に
請
求
さ
れ
て
い
る
。
九
月
十
七
日
の
会
見
で
官
房
長
官
は
機
密
費
の
存
在
自

体
を
知
ら
な
い
と
い
う
発
言
を
し
て
お
り
、
そ
の
発
言
か
ら
一
週
間
後
に
第
一
回
目
の
請
求
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

機
密
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
民
主
党
は
野
党
時
代
に
使
途
の
公
表
を
求
め
て
き
た
が
、
平
野
官
房
長
官
は
十
一
月
九
日
午
前

の
会
見
で
「
（
使
途
の
公
表
が
）
い
い
の
か
ど
う
か
、
し
っ
か
り
と
検
証
し
た
い
。
」
、
同
日
午
後
の
会
見
で
は
「
（
公
開

は
）
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
機
密
費
の
使
途
の
公
表
を
め
ぐ
っ
て
わ
か
り
に
く
い
発
言
を
繰
り
返
し
た
。

さ
ら
に
、
十
一
月
二
十
日
の
会
見
で
は
情
報
公
開
法
に
基
づ
い
て
機
密
費
の
支
給
日
状
況
を
発
表
し
た
が
、
支
給
日
と
金
額
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一

な
ぜ
、
機
密
費
の
使
途
を
公
表
し
な
い
こ
と
に
方
針
を
変
更
し
た
の
か
。
今
後
の
使
途
や
支
出
先
の
公
表
に
つ
い
て
も
官

房
長
官
は
「
支
出
す
る
先
方
と
の
関
係
、
情
報
提
供
が
可
能
で
な
く
な
れ
ば
、
国
益
に
障
害
が
出
る
」
と
し
て
慎
重
な
姿
勢

を
見
せ
て
い
る
が
、
野
党
時
代
の
方
針
と
の
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
発
言
で
あ
る
と
考
え
る
。
方
針
変
更
の
理
由
を
明
確

に
さ
れ
た
い
。

一



二

二
回
に
わ
た
り
請
求
さ
れ
た
機
密
費
の
具
体
的
な
使
途
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三

二
の
問
い
で
使
途
を
明
ら
か
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
使
途
の
類
型
や
概
要
は
国
民
に
公
表
し

て
も
先
方
と
の
関
係
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
は
な
く
、
む
し
ろ
内
閣
と
し
て
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
最
低
限
、
使
途
の
大
枠
だ
け
で
も
公
表
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
、
見
解
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

四

民
主
党
は
官
房
機
密
費
の
流
用
事
件
が
発
覚
し
た
と
さ
れ
る
二
〇
〇
一
年
、
機
密
費
の
支
払
先
や
金
額
を
明
記
し
た
文
書

を
作
成
し
、
機
密
度
に
応
じ
て
十
年
後
ま
た
は
二
十
五
年
後
に
文
書
を
公
表
す
る
と
い
う
内
容
の
「
機
密
費
の
使
用
に
係
る

文
書
の
作
成
、
公
表
等
に
関
す
る
法
律
案
」
を
通
常
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。
政
権
に
就
い
た
今
、
政
府
と
し
て
再
度
こ
の

よ
う
な
法
案
を
提
出
す
る
用
意
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


